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キャリアプロフィール
カナダ・S大学にてコンピュータサイエンスとインタラクティブ技術 を専攻し、プロジェクトベースの教育環境を通じて
モデリング、 、モバイルアプリ開発から医療 実装まで、デジタルプロダクト制作の全工程を横断的に経験しました。
実務においては、医療 画像解析 の を独力で完遂。最先端の技術探索からプロトタイプ構築、専門家 医師・博士
との要件定義、 を用いたチーム開発管理、および詳細な技術ドキュメント策定まで、開発プロセスの全域を一貫して主導
しています。

また、個人活動としてトルコ市場向けの コマースサイト構築に従事。現地決済システムの統合やマーケティング施策との連動な
ど、技術をビジネス価値へ直結させる多角的なアプローチを得意としています。

職務要約

・ 年 月～ 年 月 株式会社： エンジニア プロジェクトリード
・ 年 月～現在フリーランス： フルスタック開発
・ 年～ 年大学プロジェクト：研究開発エンジニア チーム開発

活かせる経験・知識
【機械学習・ 領域】
医療 画像解析 の 開発を独力で完遂 要件定義～実装～評価
段階推論アーキテクチャ設計・実装
セグメンテーション、多クラス分類モデルの構築・チューニング
クラス不均衡対策 重み付き損失関数 、偽陰性抑制などの臨床ニーズに基づく最適化

機構、 による解釈性向上
、ベイズ推論 の研究開発経験

偽陰性を最大限に排除したモデルの構築
開発したモデルが、システム拡張に向けた外部連携用の基盤モデルに採用

【データサイエンス領域】
医療画像データの前処理パイプライン構築 形式への独自変換処理
データ品質向上のための前処理・正規化・データ拡張の設計
非対照学習用データセットの構築と管理
評価指標の設計 再現率、適合率、 スコア、 、 など
実験管理と結果分析 定量評価、可視化
希少疾患データなど不均衡データの扱いと対策立案

を用いた学習パイプラインの設計・実装

【 開発領域】
及び、 サイトのフルスタック開発 提案～デプロイ

決済ゲートウェイ統合 、 設計・実装
モバイルアプリ開発、 連携

設計、 フロントエンド実装
クライアント要件定義、海外マーケターとの連携

【プロジェクト管理・協働】
を用いたバージョン管理、コードレビュー、技術ドキュメント作成

医師・博士など異分野専門家との要件定義・週次 での合意形成
チーム開発におけるリードエンジニア経験 ～ 名規模
デザイナー、 アーティスト、マーケターなど多職種との協働経験
技術的知見を非技術者に分かりやすく説明するコミュニケーション能力

【その他専門技術】
開発 と インテグレーション

モデリング・アニメーション制作
ゲームエンジンを用いたインタラクティブコンテンツ開発

を用いたインフラ構築・ 環境運用



◆実務経験（業務内）
＜ 機械学習＞

年 、 年 、 年
┗医療 推論システムの設計・実装が可能、異常検知、多クラス分類モデルの構築経験、クラス不均衡対策、 機構実
装

＜言語＞
年 、 年 、 年 、 年

┗要件定義～実装・保守運用まで経験、 は医療 プロジェクトでメイン使用、 は 開発、 は
その他過去プロジェクトで使用

＜フロントエンド モバイル＞
年 、 年 、 年

┗クロスプラットフォーム開発が可能、 設計から 連携まで実装

＜ ゲームエンジン＞
年 、 年 、 年

┗ 開発、 インテグレーション、 モデリング～アニメーション制作、アセット制作からロジック実装まで垂直統合

＜ コマース＞
年

┗テーマ選定・カスタマイズ、決済ゲートウェイ 導入・設定

＜クラウド＞
年

┗ での 環境構築、 での学習環境運用

＜その他ツール＞
年 、 年 、 （ 年）、 等 動画編集

┗ でのチーム開発管理、コンテナ化による環境構築、 作成、技術ドキュメント策定、アノテーション作成

個人学習経験（業務外）
を用いた開発検証

深層学習 、損失関数カスタマイズ
研究分野 、 、

職務詳細
年 月～ 年 月 株式会社

事業内容：医療 開発



資本金：非公開
従業員数： 名程度
期間 プロジェクト内容 環境 役割／ 規模

年 月～
年 月

網膜疾患診断支援 推論システムの開発
概要

光干渉断層計 画像から 種類の網膜疾患を自動検知す
る モデルの開発。半年間に及ぶ臨床医との協議を経て、医
療現場で最も致命的となる偽陰性の最小化を最優先事項とし
た推論システムを独力で構築。

担当業務
・要件定義 臨床医・博士との週次 　　
・アーキテクチャ設計 段階推論システム 　　
・実装 　　
・データ前処理パイプライン構築　　
・モデル学習・評価・チューニング　　
・技術ドキュメント作成　　
・ でのコード管理　
・毎週の定例 での進捗報告をプレゼンテーションで発
表、改善案の提示、方向性の決定に参画

実績取り組み工夫面
「層構造ガイド付き」 段階推論アーキテクチャ設計　　
・ 異常検知 を用い、網膜 層の正常構造を
学習。正常からの逸脱を検知し、疾患の根拠となる「層ガイド
確率マップ」を生成するゲートキーパー機能を実装　　
・ 多クラス分類 をバックボーンに採用。
生画像 と層確率マップ を空間的に統合した チャ
ンネル融合入力により、解剖学的ルールに基づいた高精度な
疾患分類を実現　　

臨床的ニーズに基づく最適化戦略
・偽陰性の徹底抑制 失明リスクの高い重篤疾患に対し、確信
度しきい値を に引き下げる動的戦略を採用し、重篤疾患に
おいて再現率 ～ を達成　　
・クラス不均衡の是正 希少疾患の学習効率を高めるため、重
み付き損失関数を実装し、学習の安定性と汎用性を両立

～ 　　

技術的課題の解決 ショートカット学習の抑制 　
・ が背景ノイズ等の無関係な特徴に依存するショートカット学
習を抑制するため、入力チャンネルレベルでの 機構
を具現化し、モデルの注目領域を臨床的関心領域へ強制的
に誘導　　

アジャイルな開発パイプラインの構築　　
・医師が 製品で作成した アノテーション資産を活用
するため、汎用形式から 標準へ適合させる独自の変
換処理を実装し、開発スピードを大幅に向上

【成果】
・再現率 重篤疾患で ～ 達成　　
・ スコア ～ 　　
・医療現場での実用性を重視した偽陰性最小化を実現
・開発したモデルが、システム拡張に向けた外部連携用の基
盤モデルに採用
　　
・推論アプリのプロトタイプ完成

【言語】
・

【フレームワーク】
・
・
・
・
・
・

【技術】
・
・
・
・
・マルチモーダル融
合
・
・学習最適化
・評価指標設計

【 環境】
・

【その他】
・
・独自データ変換処
理
・ アノテー
ション
・
・

役割：
エンジニア　　

プロジェクトリード
アルゴリズム設計・
実装 　　

要員数： 名　　 医
師・博士との　　協
業体制

年 月～現在フリーランス
期間 プロジェクト内容 環境 役割／ 規模

年 月～ フルスタック受託開発 【言語】 役割：　



現在
【概要】
企業サイト、 サイトの開発。提案からデプロイまでを完遂。

【担当業務】　　
・クライアントへの提案、要件定義　　
・ での基盤構築　　
・ブランドイメージに合致したテーマの選定とカスタマイズ　　
・地域特性に合わせた決済ゲートウェイ「 」の導入と設
定
・現地デジタルマーケターとの連携　　
・デプロイ、運用サポート

【工夫点】
・トルコ市場の特性を考慮した現地決済システム統合
・マーケティング施策との連動を意識した設計
・クライアントの技術理解度に合わせた丁寧なコミュニケー
ション
・ や の知識を生かしたカスタムコードを
作成
・エラー時にデバッグをして問題解決をし、理想的な を完
成させた

・
・ 　　

【プラットフォーム】
・ 　　

【決済】　　
・

フルスタックエ
ンジニア　　
要員数： 名
（クライアントアシス
タントと現地マーケ
ターと連携）

年～ 年大学プロジェクト チーム開発
期間 プロジェクト内容 環境 役割／ 規模

年 医療画像合成における 幻覚検知フレームワーク アル
コール依存症検知開発
【概要】
生成 が医療画像を合成する際に発生する、解剖学的に
誤った幻覚を検知・緩和するための研究プロジェクト。

【担当業務】
・非対照学習用データセットの構築と前処理　　
・学習スクリプト構築　　
・実験結果の分析と共同レポートの作成 使用）　

【工夫点】　　
・データ品質向上のための前処理パイプライン最適化　　
・再現性を重視したスクリプト設計

【言語】　　
・ 　　

【フレームワーク】
・
・ 　　

【技術】　　
・ 　

）　
・ 　

・

役割：
研究開発メンバー
データ構築
・学習スクリプト担
当 　　
要員数： 名

年 グリーフケア・モバイルアプリケーション開発　　
【概要】　　
大切な人を亡くした方を支援するメンタルヘルス・アプリのプ
ロトタイプ開発。　　

【担当業務】
・ を用いたクロスプラットフォーム開発
・ を実装し、カウンセリング機能を追加　
・ の実装をし、思い出機能の追加
・ユーザーの心理状態に寄り添う 設計　　
・ヒーリング効果のあるアニメーション・ の実装
・ を用いたデータの非同期処理実装　　
・コードレビュー　
・プロトタイプの発表プレゼンテーション　

【工夫点】　　
・ユーザーの感情に配慮した丁寧な 設計　　
・ 連携によるリアルタイムデータ同期　　
・ 名体制でのリードエンジニアとしてプロジェクト

【言語】　　
・ 　　

【フレームワーク】
・ 　　

【バックエンド】　　
・
・ 実装

役割：　　
リードエンジニア　
　

要員数： 名

年 アバター・ インタラクション開発
【概要】
アバターおよび 空間内でのユーザー体験の構築。　　

【担当業務】　　

【ゲームエンジン】
・
・ 　　

【 ツール】　　

役割：　　
バックエンド 　　
インテグレー

ション　　



・バックエンド及び インテグレーション
　　

・ への 実装　　
・ を駆使した モデリングからアニメーション制作　　
・アセット制作からロジック実装までを垂直統合で担当　　

【工夫点】　　
・ と 双方での開発経験を活用　　
・ モデリングからプログラミングまでの一気通貫対応　　
・ 連携の技術的課題を独力で解決

・ 　　

【 】　　
・

要員数： 名

自己研鑽

年 月～ 年 月カナダS大学

短期目標 ～ 年以内
医療 領域でのさらなる実装経験を積み、臨床応用可能なシステム開発の知見を深めたいと考えています。具体的には、セグ
メンテーション、物体検出など、画像解析技術の幅を広げ、より多様な医療課題に対応できるエンジニアを目指します。

現在、最新の深層学習技術に関する論文 月 ～ 本 を読み、 の医療画像コンペティション 週 ～ 時間 に参加するこ
とで、実装力の向上に取り組んでいます。

長期目標 ～ 年後
技術を軸に、医療・ヘルスケア領域で社会課題を解決するプロダクト開発に携わりたいと考えています。将来的には、技術選

定やアーキテクチャ設計だけでなく、プロジェクトマネジメントやチームビルディングにも挑戦し、技術とビジネスの両面からプロ
ダクトを牽引できる人材を目指します。

学歴

コンピュータサイエンス・インタラクティブ技術 専攻

【主な学習内容】
人工知能アルゴリズム、機械学習、深層学習 医療
データクレンジング、特徴量エンジニアリング、モデル構築、可視化と解釈（データサイエンス、 ）
画像・動画データの圧縮アルゴリズムやデジタル信号処理（ ＋＋）

、モバイルアプリ開発
ゲーム開発、インタラクティブメディア
モデリング、 開発

プロジェクトベースの実践的開発経験

語学力
英語 ビジネスレベル カナダ 年間在住
技術論文の読解、英語ドキュメントの作成が可能
北米の大学でのチーム開発、プレゼンテーション経験
日本語 ネイティブ

強み・自己
圧倒的な「 」構築力

医療 の から コマースサイト、モバイルアプリまで、未踏の領域を自学自習で形にする集中力と実行力を持っています。
医療 プロジェクトでは、最先端の技術論文を読み込み、半年間で臨床的に実用可能なレベルの推論システムを独力で完成
させました。

多職種連携の翻訳能力
デザイナー、 アーティスト、医師、博士といった異なる専門家と、技術とビジネスにおける共通言語で会話できる調整力を
持っています。医療 プロジェクトでは、臨床医の要求を技術的に翻訳し、週次 で合意形成を行いながらプロジェクトを推
進しました。

最新技術への即応性
北米の 環境で培った英語力を武器に、常に最新の一次ソース 論文、公式ドキュメント から技術を吸収し、古い手法に囚わ
れない最適なソリューションを提案できます。 や など、最新のアーキテクチャを迅速にキャッチアップし実装
に落とし込んでいます。

以上


